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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月21日(2014.1.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水分補液を供給するための装置であって、
　ユーザーからの信号を受信するための信号受信デバイス、及び
　前記ユーザーからの信号を受信する前記信号入力デバイスに応答して、第１の供給基準
が満たされているか判定するよう設計されたコントロールユニットを含み、
　前記第１の供給基準が経口摂取用水分補液の供給履歴に基づき、
前記装置が、前記コントロールユニットが前記第１の供給基準が満たされると判定する場
合に経口摂取用水分補液の既定の計量した量が供給されるよう設計され、
　前記コントロールユニットが、前記ユーザーからの前記信号を受信する前記信号入力デ
バイスに応答し、第２の供給基準が満たされているか判定するようさらに設計され；
　前記第２の供給基準が静脈内送達用水分補液の供給履歴に基づき、かつ
　前記装置が、前記第２の供給基準が満たされると判定する場合、既定の計量された量の
静脈内送達用水分補液が供給されるようさらに設計されることを特徴とする、前記装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の装置であって、
　前記コントロールユニットが第１の既定の期間内に前記の経口摂取用水分補液の既定の
計量した量が何回供給されたか測定するようさらに設計されることを特徴とし、かつ
　前記コントロールユニットが前記第１の既定の期間内における前記経口摂取用水分補液
が供給された前記回数が第１の既定の回数よりも少ないと判定する場合に前記第１の供給
基準が満たされると判定するよう設計されることを特徴とする前記装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の装置であって、前記経口摂取用水分補液の既定の計量した量が
２０ｍＬ以下であり、かつ好ましくは１０ｍＬ以下であり、かつより好ましくは５ｍＬ以
下であることを特徴とする前記装置。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれか一項に記載の装置であって、
　前記コントロールユニットが第２の既定の期間内に前記静脈内送達用水分補液の既定の
計量した量が何回供給されたか測定するようさらに設計され、かつ
　前記コントロールユニットが前記第２の既定の期間内における前記静脈内送達用水分補
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液が供給された回数が第２の既定の回数よりも少ないと判定する場合に前記第２の基準が
満たされると判定するよう設計されることを特徴とする前記装置。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれか一項に記載の装置であって、
　前記コントロールユニットが、前記ユーザーからの前記信号を受信する前記信号入力デ
バイスに応答して、既定の計量した量の経口摂取用水分補液が供給されてからの時間の長
さを測定するようさらに設計され、かつ
　前記の測定した時間の長さが既定の時間の長さを下回る場合に前記第１の供給基準が満
たされないと判定するよう前記コントロールユニットが設計されることを特徴とする前記
装置。
【請求項６】
　請求項１ないし５のいずれか１項に記載の装置であって、
　前記コントロールユニットが、前記ユーザーからの前記信号を受信する前記信号入力デ
バイスに応答して、第３の既定の期間内に供給された補液の総量を測定するようさらに設
計され、かつ
　前記第３の既定の期間内に供給された前記の補液の総量が既定の補液の量を上回る場合
に前記第１の供給基準が満たされないと判定するよう前記コントロールユニットが設計さ
れることを特徴とする前記装置。
【請求項７】
　請求項１ないし６のいずれか１項に記載の装置であって、前記装置が静脈内送達用水分
補液のバックグラウンド流量を供給するようさらに設計されることを特徴とする前記装置
。
【請求項８】
　請求項１ないし７のいずれか１項に記載の装置であって、更に、ユーザーが信号を送信
するために操作することのできる、スイッチを含むマウスアセンブリを含む、前記装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の装置であって、前記スイッチが口で操作できることを特徴とする前記
装置。
【請求項１０】
　請求項８又は請求項９に記載の装置であって、前記スイッチが圧力スイッチであること
を特徴とする前記装置。
【請求項１１】
　水分補液を供給するための装置であって、
　ユーザーからの信号を受信するための信号受信デバイス、及び
　前記ユーザーからの信号を受信する前記信号入力デバイスに応答して、第１の供給基準
が満たされているか判定するよう設計されたコントロールユニットを含み、
　前記コントロールユニットが前記第１の供給基準が満たされると判定する場合に経口摂
取用水分補液の既定の計量した量が供給されるよう設計され、
　前記コントロールユニットが、前記ユーザーからの前記信号を受信する前記信号入力デ
バイスに応答し、第２の供給基準が満たされているか判定するようさらに設計され； 
　前記装置が、前記第２の供給基準が満たされると判定する場合、既定の計量された量の
静脈内送達用水分補液が供給されるようさらに設計され、かつ、
　前記コントロールユニットが、前記ユーザーからの信号を受信する前記信号入力デバイ
スに応答して、既定の期間内に供給された補液の総量を測定するよう設計され、かつ、
　前記コントロールユニットが、前記既定の期間内に供給された前記の補液の総量が既定
の補液の量を上回る場合に前記第１及び／又は前記第２の供給基準は満たされないと判定
するよう設計されることを特徴とする前記装置。
【請求項１２】
　水分補液を供給するための方法であって、
　ユーザーからの信号に応答して、第１の供給基準が経口摂取用水分補液の供給履歴に基
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づいている、前記第１の供給基準が満たされているか判定すること、
　前記第１の供給基準が満たされると判定された場合、既定の計量された量の経口摂取用
水分補液を供給すること、
　前記ユーザーからの前記信号に応答して、第２の供給基準が静脈内送達用水分補液の供
給履歴に基づく、前記第２の供給基準が満たされているか判定すること、及び、
　前記第２の供給基準が満たされると判定された場合、前記方法が既定の計量された量の
静脈内送達用水分補液を供給することを含む、前記方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の方法であって、
　前記第１の供給基準が満たされているか判定することが既定の期間内に供給された補液
の総量を測定することをさらに含み、かつ
　前記既定の期間内に供給された前記の補液の総量が既定の補液の量を上回る場合に前記
第１の供給基準は満たされないことを特徴とする前記方法。
【請求項１４】
　請求項１２又は請求項１３に記載の方法であって、静脈内送達用水分補液のバックグラ
ウンド流量を供給することをさらに含む前記方法。
【請求項１５】
請求項１２ないし１４のいずれか１項に記載の方法であって、
　前記ユーザーからの前記信号がマウスアセンブリの一部を形成するスイッチを介して提
供され、かつ前記経口摂取用水分補液が前記マウスアセンブリを経て供給されることを特
徴とする前記方法。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の方法であって、前記スイッチが口で操作できることを特徴とする前
記方法。
【請求項１７】
　水分補液を供給するための方法であって、
　患者からの信号に応答して、第１の供給基準が経口摂取用水分補液の供給履歴に基づい
ている、前記第１の供給基準が満たされているか判定すること、
　前記第１の供給基準が満たされると判定された場合、既定の計量された量の経口摂取用
水分補液を前記患者に経口的に供給すること、
　前記患者からの前記信号に応答して、第２の供給基準が静脈内送達用水分補液の供給履
歴に基づく、前記第２の供給基準が満たされているか判定すること、及び、
　前記第２の供給基準が満たされると判定された場合、前記方法が既定の計量された量の
静脈内送達用水分補液を前記患者に静脈内に供給することを含む、前記方法。
【請求項１８】
　水分補液を供給するための方法であって、
　ユーザーからの信号に応答して、第１の供給基準が満たされているか判定すること、
　前記第１の供給基準が満たされると判定された場合、既定の計量された量の経口摂取用
水分補液を供給すること、
　前記ユーザーからの前記信号に応答して、第２の供給基準が満たされているか判定する
こと、及び、
　前記第２の供給基準が満たされると判定された場合、前記方法が既定の計量された量の
静脈内送達用水分補液を供給することをさらに含み、
既定の期間内に供給された補液の総量が既定の補液の量を上回る場合、前記第１及び／又
は前記第２の供給基準は満たされないと判定する、前記方法。
【請求項１９】
　水分補液を供給するための方法であって、
　患者からの信号に応答して、第１の供給基準が満たされているか判定すること、
　前記第１の供給基準が満たされると判定された場合、既定の計量された量の経口摂取用
水分補液を前記患者に経口的に供給すること、
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　前記患者からの前記信号に応答して、第２の供給基準が満たされているか判定すること
、及び、
　前記第２の供給基準が満たされると判定された場合、前記方法が既定の計量された量の
静脈内送達用水分補液を前記患者に静脈内に供給することをさらに含み、
既定の期間内に供給された補液の総量が既定の補液の量を上回る場合、前記第１及び／又
は前記第２の供給基準は満たされないと判定する、前記方法。
 


	header
	written-amendment

